
地域の子ども達にとって「安全で副作用の少ない医療」を、
さらに加えて「おおらかな小児科、ゆるい小児科」を目指し
ております。最近は予防接種の普及により重症感染症が激減
しました。小児ぜんそくの疾患概念も大きく変わりつつあ
り、感冒時にゼーゼーする子ども達（episodic viral wheeze）
に対する長期に渡る喘息治療の必要性が疑問視されてきまし
た。アレルギー血液検査結果だけで過度な食物制限を行うと
逆に食物アレルギーを引き起こす可能性も指摘されておりま
す。すなわち予防接種をしっかり行っていれば発熱しても元
気があれば慌てることはなく、軽くゼーゼーしても年単位で
喘息薬を継続する必要もないようです。当院では発熱数時間
後に受診された子どもに咽が赤い、扁桃が腫れている等と適
当に理由をこじつけて安易に抗生剤を処方しません。時には
副作用を起こす可能性がある薬は、それが必要と判断された
時にしか処方しません。我が子を見守るような慎重な経過観
察（wait and see approach）を第一とし、さらに次世代の子
育てにつなぐため の親御さんへのアドバイスを診療の基本
としております。

日本大学医学部卒業、
日本大学医学部附属板橋病院小児科学教室に入局、
以後同大や春日部市民病院、横須賀市立市民病院、
東京共済病院等に出向、
平成 10 年 9月に守谷市内において
小児科クリニックを開設し現在に至る。
平成 4年に医学博士を取得。

最近、熱がでた、鼻水が出始めたとすぐ病院に駆け込む方がとても多くなりました。すぐに病院を受診して
も診断がつかないことがほとんど。「先生のところのお子さんは病気になっても早めに検査して、お薬も飲め
るのでいいですね」と言われることがあります。これが実は正反対。元気があればほったらかし、2日くらい
熱が続くと重い腰を上げて咽を診て溶連菌の疑いがあれば検査するくらい。咳も鼻水も苦しそうでなければ
1週間以上は様子見。親しい小児科医達もこんな感じ。「熱があったら抗生剤を飲まないと肺炎や中耳炎にな
る。こんな咳をほっといたら喘息になる。」等と不安な言葉を並べ不要な薬をたくさん処方する先生だって自
分の子どもにはそんなに薬を飲ませてはいないはず。でもね、医療機関を受診することは決して悪いことで
はありません。検査や薬を求めることよりも今は病状の確認とアドバイスを求めることが大事！　もっと「お
おらかでゆるく、大ざっぱに子育て」を楽しみましょう！

妻、長男、長女、次男と私の５人家族
↑奥様（写真の向かって左端）は、守谷助産師会メンバーの助産師さんです♪

趣味を極めるために茨城に引っ越してきたはずなのにちょっと危険過ぎるので封印さ
れている。毎朝行っているジョギングは単なる苦行だし、今、趣味と言えるのは「こ
の守谷で子ども達を育て上げること」くらい。育て上げた暁には・・・。

休日はクリニックの残務整理か、子ども達や妻への「接待」に追われて過ごしている。日
曜朝はカスミの 10％引きの買い物も定番、冬の祝日は医院を開けて祝日診療している時も
ある。

悲しみのない自由な世界を作りたい。私自身には世界に貢献できるような素質もないのでその志は自分の子
ども達に委ねようと勝手に考えている。なお、当院は 2002 年より公的予防接種の委託費用の一部を「世界の
子どもにワクチンを　日本委員会」や「国連WFP 協会」、「国境なき
医師団」、「日本ユニセフ」、「国連UNHCR 協会」、「メイク・ア・ウィッ
シュ オブ ジャパン」等に寄付を行い、2011 年よりは震災遺児を支
援するために宮城・岩手・福島県にも『ふるさと納税』をさせて戴
いております。

子どもの医療費はほぼ無料と勘違いしていませんか？　国民皆保険制度があるわが国では未就学児の場合は
医療費の 2割が自己負担になります。たとえば病院で￥6,000、調剤薬局で￥4,000 がかかった場合、本来な
らば患者側は病院に￥1,200、薬局に￥800 円を支払います。今、守谷市では子どもの自己負担は一病院に付
き月 2回まで 600 円を支払い、3回目からは無料です。薬局への支払いは免除。これらの差額は各健康保険
組合や国民健康保険と自治体が補填しています。今、健康保険組合の 9割が赤字、更に我が国の借金は 1000
兆円を超過。無料だと思っていた子どもの医療費は単に先送りし、子ども達の未来に押し付けているだけな
のです。ちなみに休日や夜間に医療機関をコンビニ受診すると加算が加わり 1回受診で軽く１万５千円以上
の医療費がかかることも。過去にもらった明細書（1点 10 円）を確認するとかなり高額なお金がかかってい
ることに驚くことでしょう。子ども達の未来のためにパパ達もママだけに任せないで子どもの病状をよく観
察できる目を養いましょう。
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MAP 1 1-3.　守谷市内の小児科専門医のご紹介

  住　所  〒 302-0127  
松ケ丘 4-2-5

  ＴＥＬ  0297-20-6737

　先生のプライベートについて　教えていただきました！
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